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特別
寄稿

モンゴルの民主化 で復活 する

「嗅ぎたばこ」文化

国立民族学博物館教授小林繁樹

東 アジア諸国 は、 国別 にみる と全人 口 と

男性のた ばこの喫煙率が高 い。 モ ンゴルで

は、2006年 の統計に よると男性の喫煙率 が

45.6%と 日本よ りやや 多い程度 とな ったが、

2002年 に世 界保健機 関(WHO)が 出版 した

TheTobaccoAtlasに よる、男性の喫煙率が

・%と 調査国の中で最も高い数字が出てい

たことは記憶に残っている。

モ ンゴルの嗜好品 といえば、たばこ と酒 と

茶があげられる。それほど、たばこはモ ンゴ

ルの くらしの中で重要な位置を占めている。

たばこの生産量 も消費量も世界一の中国には、

たばこは17世 紀初頭、明朝の末頃、フィリピ

ンか ら伝わ り、嗅ぎたばこは17世 紀の中頃に
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ポル トガル人か ら伝わったようである。1691

年にはモンゴルはほぼ清朝に帰属 し、清の第

4代 皇 帝であ る康煕 帝(在 位1661～1722年)

は嗅 ぎたばこを愛好 したので、この頃にはモ

ンゴルでもたばこをた しなむ ようになってい

ただろう。

嗅ぎたばことシガレッ ト

モ ンゴルでは、現在、4つ のたば この楽 し

み方がある。たばこの粉末を鼻から吸引する

「嗅 ぎたば こ
」、刻みたばこを きせ るに詰め火

をつけて喫煙する 「きせるたばこ」、刻みたば

こを自分で薄い紙 に巻 いて火をつ けて喫煙す

る 「手巻 き紙巻きたばこ」、そ して工場で刻み

た ばこを薄 い紙 に巻いて製品 とした紙巻 きた

ばこに火をつけて喫煙する「シガ レッ ト」であ

る。 この仏語や英語由来の 「シガ レッ ト」は、

別 に「紙巻 きたばこ」ともいうが、日本では今

や単に 「たばこ」としてふつ うに使 う一般名称

となっていて、たばこを話題 とする本文では

紛 らわ しいので、あえて 「シガ レッ ト」として

おく。

このうち伝統的なたばこは、嗅 ぎた ばこ と

きせるたばこである。そ して、 ことに嗅ぎた
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ばこは、人 と人が挨拶 をする時、 自分の嗅ぎ

たば こ入れを相手の嗅ぎたばこ入れ と交換 し

て、互 いに相手の粉末たばこを嗅 ぐ、 という

独特な使い方、つ まり礼儀作法 ともいえる一

連の行動様式を伴 い、 さらに嗅ぎたばこ入れ

は美術工芸品 と して、富の象徴 として、 また

その所有者の社会的地位を表象するな ど、モ

ンゴル社 会 にお いて重要 な意味を持つ もの

とな っている。 しか し社会主義時代(1924～

1992年)に 伝統的な民族文化や宗教な どが強

く規制され、嗅ぎたばこの慣習も衰退 した。

一方、1900年 代から大量生産 され始めたシ

ガ レッ トは、急速に人び との間に広 ま り始 め

た。モ ンゴルに本格的 にシガ レッ トが入って

きた きっかけは、第二次世界大戦後 に当時の

ソ連軍の兵士たちが吸っていたことによるよ

うで、高齢者世代の多 くが ロシアやブルガ リ

ア産のたばこの銘柄を覚えている。

そ して、1990年 よ りモンゴルは激変する。

90年 には複数政 党制 を導入 し新政府 が樹立、

91年 には統制価格を廃止、92年 には社会主義

を破棄 して、国名 もモンゴル国 とするな ど、

民主化、市場経済化 に大 きくその舵を切 り替

える。この経済的混乱によって、地方からの

失業者が首都 に流入 し、その結果の一部であ

ろ うが、少ない元手で手軽に始め られるシガ

レッ トのばら売 り路上販売が激増 した。そ し

て若年層で喫煙者が増加 している という印象

を多 くの人びとが感 じている。

もっともこの ところ、シガ レッ トの路上販

売は、首都 ウランバー トルの中心部ではほ と

ん ど見かけないようになっている。行政の指
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導が行 き届 き始めた というよ りも、経済が一

時の混乱期を脱 してか、貧 しい人が減 って き

ているからのようである。もちろん、都市部

では近年 にな り禁煙が流行するな ど、健康志

向の流れも顕著 になってきている。

民主化による「嗅ぎたばこ」の復活

ところで、 この民主化 と市場経済化の流れ

は、 当然のごとくモ ンゴルの くらしに新たな

変化 も巻 き起 こ した。民族文化、伝統的文化

の見直 しやモンゴル仏教への回帰であ り、都

市化や ビジネスで成功する新 しい富裕層の出

現である。

民主化後、信教の 自由か ら仏教が再生 し、

僧侶 がよく使用 していた嗅ぎたばこも見直 さ

れ始めた。 また、国民の祝祭日に取 り入れ ら

れた正月の祝い(モ ンゴルでは旧正月時に祝

う)や 、ナーダム(年 に一度、夏の革命記念 日

に実施 される国 を挙 げての祭典 で、相撲 ・競

馬・弓射の競技が行われる)な ども盛大に行わ

れるようになった。そ して こうして人が出会

う場で、デールとよぶ民族服を好んで着 るよ

うになった。結婚式 に着 る人も増えた。 この

デールをきちんと着 るということは、デール

に付属する伝統的なアクセサ リーも必要なア

イテム とな って くる。そこで、デールの帯の

右前 には箸がついた鞘入 りのナイフ、左前に

は大振 りの火打ちがねのついた火口袋を吊る

し、前の少 し左寄 りに嗅 ぎたばこを入れた袋

をつけて、着飾る人もでてきている。ちなみに、

きせ るは専用の きせる袋 に入れてふ ところに

入れた り、帯 に吊る した り、あるいは折れ曲



が らないように長靴 に差 し込んでお く。そ し

て、デールを着て人と挨拶を交わす となれば、

当然、伝統的なたばこの慣習である嗅 ぎたば

こを使 うこととなる。こうして 「嗅 ぎたばこ」

は、民主化のなかで復活の兆 しを見せ始めた

のである。

92年 の民主化以降、政府の庁舎内で民族服

を着た国会議員等が正月の祝 いを始 め、挨拶

の際、嗅 ぎたばこが登場 している。嗅ぎたば

こ復活の象徴 的なシー ンである。そ して、 こ

う した風景がテ レビで映 し出されて、国民の

間 に広 まってい く。 それがあ まりに華美 に、

ぜいた くに見えるようになった ということで、

今年の正月か ら政府庁舎内での祝 いを中止 し

たほどである。

民族服デール姿で嗅ぎたばこ入れを持つ。左手は親指と人指 し指で嗅

ぎたばこをつまんでいる。左太ももには嗅ぎたばこ入れ用の袋がのって

いる。

嗅ぎたばこの道具

「嗅 ぎたばこ」をモンゴル語でフールグ・ダー

リンという。嗅ぎたばこ入れをフールグ、フー

ルグに入っている粉末のたばこ自体をハム リ

ン・タム ヒ(鼻 、たばこ)、 フール グを包んで

お く袋をダー リンといい、嗅 ぎたばこはこの

3種 類の品物で一組 となる。

モンゴルでは、 このなかで一番重要なもの

が嗅 ぎたばこ入れである。 これは、ウイスキー

のポケ ッ トボ トルや、あるいは香水入れ に似

た形 を しているびん型の容器で、大型 となる

と手 の平大 で、高 さ15cm、 巾10cm、 厚 み

5cmほ ど、ふつうは手の平にすっぽ り納 まる、

高 さ9cm、 巾6cm、 厚 み3.5cmほ どであ る。

実際、 この くらいの大きさが、嗅 ぎたばこ入

れを相手 と危なげな く交換するには適当であ

る。高級品 となると、 ドーム状の まるい蓋が

サンゴ、口金が金や銀、そ して本体 がサ ンゴ

か らヒスイ、玉髄、碧玉、 シマメノウ、メノ

ウ、水晶な どの鉱石、黒檀や真珠母貝、象牙

といった高価な材質か らなる。鉱石の天然 の

地肌を楽 しんだ り、彫 り物 を刻んだ り趣向を

凝 らしてあって、 いずれ も美 しく、芸術品で

もある。由緒 も大切で、こう した品は価格も

高 く、200万 円 も300万 円 もす る物 もあるそ

うで、それ 自体で財宝である。嗅 ぎたば こ入

れを交換する際に擦れ るためか、鉱石製が多

い。 しか し、一般の くらしの中で 目につ くの

は、蓋がサンゴ色のプラスチ ックで、 口金が

真鍮、本体がメノウや玉髄製の入れ物で、茶

色地に白い模様 がかかった り、乳 白色を して

いる。蓋の裏には象牙や銀、あるいはプラス
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嗅ぎたばこ入れ(本 体)、 嗅ぎたばこ入れの蓋と小さじ、缶入りのイン

ド産嗅ぎたばこ、嗅ぎたばこ入れ用の袋。

チ ックで爪楊枝大の耳か きのよ うな小 さなさ

じがついて いて、蓋 を した状態では、 さじが

本体の首に開けられた直径5mm程 の口に差 し

込 まれている。本体 は中が くりぬいてあって、

嗅 ぎたばこの粉末がはいっている。

粉末の嗅 ぎたばこは、イン ド産が人気のよ

うである。円筒形を した金属製の缶に詰め ら

れ、市場や寺の門前にある仏具屋な どで購入

する。

この嗅 ぎたばこ入れ フールグを入れ る専用

の袋ダー リンは、長 さ35cm、 巾17cmほ どの

大 きさで、両端が閉 じられて、 口は中央部 に

フールグが入る くらいの大 きさで開けられて

いる。中央部 に口があるポケ ッ トティッシュ

ケースのような感 じである。絹製で、錦織 り

の布が端に使われていた り刺繍が施 されてい

て、美 しい袋である。婚約者や妻が愛情 をこ

めて作 り、贈る。現在では商店でも購入で き

る。フールグを中にいれ、帯の下か ら通す と、

上部がカバーになって簡単 には落ちないよう

になる。あるいは三つ折 りに して、ふ ところ

に入れてお く。もっと小 さい縦長の袋 ウッ トゥ

に入れることもある。
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ちなみに、 中国で は嗅 ぎたばこを鼻姻(ビ

イエ ン)、嗅 ぎたばこ入れ を鼻姻壷(ビ イエ ン

フウ。 日本語で は鼻煙壺=び えんこ)と いい、
梶ド

鼻姻壷は現在、世界中の美術工芸コ レクター

によって収集され、愛好 されている。

嗅ぎたばこを使った挨拶のしかた

モ ンゴルでは、草原で遊牧民のフェル トの

テン トであるゲルを訪ねた りすると、 まず入

口あた りで声だけで挨拶を した り、あるいは

抱擁のような親密な挨拶 ウンセフを して、席

に着 く。それか ら、おもむろに家畜や天気、

くらしなど決 ま り文句の挨拶 をする中で、嗅

ぎたばこのや りとりが始 まる。 これをモ ンゴ

ル語でフールグ・ズルー レフ(嗅 ぎたばこ入れ

を交差する)と いう。

年少者が、 まず自分 の嗅 ぎたばこ入れ フー

ルグを袋 ダー リンから右手で取 り出 し、左手

に持ち替えて胴部を軽 く持ち、右手で蓋をね

じるように して少 しゆるめ、 自分の鼻を蓋 と

の隙間に近づけて、嗅 ぎたばこのにおいを嗅

ぐ。あるいは蓋を とってさ じの軸を鼻にこす

りつけた り、さ じに嗅 ぎたばこを盛 り、 フー

ルグを持った まま左手の親指の爪の上におい

た り、親指 と人指 し指でつ まんだ りし、蓋を

してか ら、た ばこを鼻の孔 に持 ってい って、

吸い こむ。年長者 も、少 し遅れて、同 じ動作

をする。

それか ら年少者の方 から、蓋を少 しゆるめ

た まま、右手の指先の方にフール グを持ち、

左手を右手の肘の下 にあてなが ら、相手に差

し出す。少 し距離があるときは、年少者が腰



を低 くして近づ き、あ るいは片膝 をつ いて、

フールグを謙虚な態度 と面持ちで差 し出す。

相手 も軽 く左手を右肘に添 えるように しなが

ら、右手の指先の方でフールグを持ち、握手

をするように相手の右手 と合わせ、自分のフー

ルグは相手の手の平に残 し、相手のフールグ

をつかみ取るように受け取る。フールグが二

人の手の中で くる りとす り替わるように見え

るが、 そうではな く、手を合わす時にフール

グ同士は交差 し、受け取るフールグを越えて

相手の手の平 に置 くのである。年少者が右手

を若干、下方で、手の平を受 け取 るよ うに少

し上を向け、年長者は相手の手の平の上の方

か ら、相手の手の掌の方ヘフールグを置 くよ

うにする。フールグがコチコチ と触れ合 う音

がする。そ して、右手か ら左手 に持 ち替 え、

互いが右手で互いのフールグか ら嗅 ぎた ばこ

を適量、左指にとり、吸 いあう。蓋の隙間か

らにおいを嗅 ぐだけの場合 もある。嗅ぎ合い

が済 むと、同様な作法でフールグを返す。返

した後で、指に とった嗅 ぎたばこを鼻孔 にこ

す りつ けるようにして、吸い込むこともある。

交換 し終えたあとで、 自分の フールグか らた

挨拶しながら、嗅ぎたばこ入れを交差するようにして交換する。

ばこを取 り出 し嗅 ぐ場合 もある。 そ して嗅 ぎ

たばこ入れを袋ダー リンに戻 して、一連の嗅

ぎたばこ吸いが終わる。

相手 と直ちに嗅ぎたばこ入れの交換を始め

る場合 もある。複数人の場合は年長者 か ら、

そ うい う人がいない場合 には時計回 りに交換

する。嗅ぎたばこの使用者は40、50歳 代の働

き盛 りから高齢者 までの男性が圧倒的に多い

が、女性がた しなむこともある。

ちなみに、 この嗅ぎたばこ入れ を交換 して

の挨拶を、中国では互敬鼻姻 とか互敬鼻姻壷

(フゥジン～=嗅 ぎたばこ(入 れ)を 互いにさ し

上 げる)と いう。

さまざまな意味をもつ「嗅ぎたばこ」

モンゴル社会では最 も重要な伝統的な歓迎

の しぐさの一つであるこの嗅 ぎたばこを使っ

た挨拶は、相手に対す る尊敬や、友好 とか平

和の気持ちを表わす ものであるが、具体的に

貴重品ともなる嗅 ぎたばこ入れを相手に渡 し

て見せることで、その経済的価値 を直接的に

伝 え、 ひいては所有者の社会的地位を示すこ

とにもつながっている。嗅 ぎたばこの慣習は、

単なる個人的な嗜好品の域を超えて、社会的、

経済的、あるいは政治的な意味あいを帯びて

いるものなのである。

ところで、 この伝統的な嗅ぎたばこの復活

には、ある特徴がみ られ る。社会主義時代の

70年 間におよぶ空 白の時間を経ての伝統的な

文化の復活は、 いわば全ての世代 に同時にも

た らされ ることにな った。おおむね伝統とは

高齢者や年長者がよ くし、若者は疎 いもので
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ある。 しか しそれが同時にもた らされ、 しか

も費用がかかる嗅ぎたばこは、む しろ若 い働

き盛 りの富裕層 に先 を越 され、尊敬 され るべ

き高齢者が遅れを とる、 といえる状況も生み

だ しているのである。

都市での実例の紹介

さて、 ここか らはい くつかの実例をあげて

今 日の状況を描 くことにする。データは2007

年の夏に現地で得たものである。

(1)60歳 以上の高齢の男性が本格的に嗅 ぎた

ばこを使い始めたのは、60歳 前後 と共通 して

いる。社会主義時代は使 う機会 がなかったと

いう。始めた理 由として、全員がナーダムや

正月 といった伝統的な行事の際や、大事な来

客があった時に自分だ け持 っていないのは不

都合である、と感 じたことを挙げている。

(2)20か ら50歳 代の現役世代5人 の うち、嗅

ぎたばこを持 っていないのは2人 だった。既

に持っている3人 の うち2人 が嗅ぎたばこを手

に したのは40歳 代であった。30歳 か ら40歳

は年齢的に落ち着いて くる頃で、この年齢で

相手が嗅ぎたばこを出 して 自分のがないとい

うのは、モ ンゴルの伝統か らみてあまり良 く

ないのだ という。

(3)モ ンゴルは末の息子が家督を継 ぐ末子相

続であり、嗅ぎたばこ入れ も末の息子が受 け

継いでい くようだ。H氏 が所有す るもの は元

は祖父が使 っていたもので、15歳 位の時に父

か ら譲 り受けたものである。T氏 のもの も父

親が亡 くなった ときに受 け継 いだもので、自

分を入れて4代 目のものだ という。一方、O氏
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嗅ぎたばこ販売店の様子(首 都ウランバートルの市場ザハにて)。

は市場ザハで、P氏 はチベッ ト旅行の際に現

地で購入 したものを使用 している。

(4)出 会ったすべての嗅ぎたばこ入れの所有

者が言及するのは、第一 に使われている鉱石

の材質、第二 にその大 きさである。高価でか

つよく使われている石 はマナ、ハ シ、チュン

チュグナルといったモンゴルで産出される鉱

石である。

(5)嗅 ぎたばこを使 った挨拶 に込 められた意

味を、全員が相手を尊敬する気持ちや友好、

平和 を表 す もの と して非 常に重 要視 してい

る。特 に高齢者への尊敬の念を表すために、

最初 に差 し出すという決 まりがあることを全

員が指摘 している。P氏 によれ ば、モンゴル

人は渡す相手に対する尊敬の度合いを、蓋の

ゆるめ具合で表すのだ という。

(6)嗅 ぎたばこが、現在のモ ンゴル社会の中

で盛んに用い られるようになっていることは

誰もが感 じている。高齢者の中には若者が所

有するようにな って いる と感 じている人が多

いようだ。 こう した状況 については、伝統的

な文化が見直されている一環であると捉えて



はいるものの、 お しゃれ意識が優先されてい

るもので、 まだ完全で はないとする。H氏 三

男(30歳)は 、周 りで正月 に伝統的な服で

あるデールを着用する時にあわせて持つ人が

増えていると感 じている。田舎では若い人で

も持っている。 これには伝統的な習慣を見直

そ うとの考え方が背景にある と思っている。

また最近 は宗教が復活 して きたので、嗅ぎた

ばこが使われるようになってきた とも考えて

いる。

草原での実例の紹介

(1)社 会主義 時代 には、海 外の進 んだシガ

レッ ト文化を取 り入れることが奨励 され、嗅

ぎたばこを使 うことは少なかった。現在 はそ

の頃に比べる と増えて きた。それは、モンゴ

ルの習慣や伝統の見直 しが盛んにな って きた

ためだ と思 う。最近、30歳 くらいの若者が、

高齢者 と会った時に嗅 ぎたばこを交換するよ

うになって きた。特 に、正月やナーダムでは

若い人が非常に良い嗅ぎたばこを持 っている

のを見かける。67歳 の∪氏が現在使 っている

のは、子 どもが去年 ウランバー トルで買 って

きて くれたもの。昔使 っていた ものは、親か

ら受 け継 いだものだ ったが売 って しまった。

嗅ぎたばこがないのは具合が悪いので、今の

ものを買 って きてもらった。

(2)ゲ ルを訪ねた客 を、47歳 のTu氏 が嗅ぎ

たばこを用いた挨拶で迎えたときの所作は次

の通 りである。(a)互 いに嗅ぎたばこ入れの

蓋 をゆるめて、一度においを嗅いでから、互

いの嗅ぎたばこ入れを握手 した手の中で入れ

替えるよ うにして交換する。(b)交 換する際

に客は 「こんにちは、お元気ですか。夏はど

うですか」 とたずねる。これに対 して主人 は

「こんにちは
。皆おかげさまで元気です。夏

も良 くなっています」 と答 える。(c)互 い

の嗅ぎたばこを嗅いだ後は、先ほどと同 じよ

うして嗅 ぎたばこ入れを返す。(d)次 に同

席 していたTu氏 の弟 も嗅 ぎたばこ入れを差 し

出すので、同 じように挨拶が行われる。 この

とき客は 「どうです か?仕 事 はうまくいって

いますか」 とたずね、弟は 「家畜の仕事 もう

まくいっています。今年 も夏はうまくいって

います。雨も降 りました」 と答える。

おわりに

モンゴルの民主化 に伴 って復活の兆 しを見

せ始めた伝統的な 「嗅 ぎたばこ」の慣習 は、人

と人を結びつける挨拶の行動様式 と、市場経

済のあ り方 に合致 した富の象徴 という側面を

もつために、モ ンゴル文化を代表する礼儀作

法 として今後 とも盛んにな ってい くように思

われ る。たばこをめ ぐる文化 として、 ここ し

ば らくは注目に値する。
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